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んな人にとっても伝わりやすい配色とは？どど
　カラコミュvol.９では、大多数の人が感じる色の見え方と、色覚多様性の人の色の見え方の違いについてお伝え

しました。色覚に障がいがある人は「色の見え方が異なる」と同時に「特定の色同士が判別しにくい」とされ、一

般的に目立つと思われている配色が、実は色覚多様性の人にとっては判別しにくかったという事実があります。

　今年は九州をはじめ、各所で記録的な大雨が観測さ

れました。そこで「大雨警戒レベル」の危険度の違い

をわかりやすく伝えるためには「配色を統一させ色の

イメージを定着させる」「様々な色覚の人にも可能な

限り分かりやすいものにする」ことが必要とされ、危

険度５段階の配色が以下のように変更されました。

　レベル４の紫との差別化を図るため、濃い紫が黒に変更されました。純色で

ある完全な黒が『死』を連想してしまうことを避けるため、RGB値で見るとわず

かに色が付けられていることが分かります。

変更前 の大雨警戒レベル
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現在 の大雨警戒レベル

警戒レベル５　- 黒 -

Ｒ：０
Ｇ：０
Ｂ：０

Ｒ：12
Ｇ：０
Ｂ：12

　２型色覚を持つ人は、紫を赤紫に寄せすぎると緑やグレーとの区別がつきにくくなります。青紫に寄せた

方が区別しやすくなりますが、寄せすぎると紫ではなく青に近く感じられ「不安だ」「危険だ」というイ

メージが薄くなってしまいます。そのため、ちょうど中間の色合いに調整されています。

警戒レベル４　- 紫 -

Ｒ：170
Ｇ：０
Ｂ：170

　１型色覚を持つ人は、濃い赤が一般の人よりも暗く地味な色に感じられ、黒

や紫の区別がつきにくくなってしまいます。RGB値でＧ(緑)の値を増やして若干

オレンジに寄せることで、レベル４の紫、レベル５の黒と区別がしやすくなっ

ています。

警戒レベル３　- 赤 -

Ｒ：255
Ｇ：０
Ｂ：０

Ｒ：255
Ｇ：40
Ｂ：0

　白内障の人は、明るく鮮やかな黄は白との区別がつきにくくなっています。

また、高齢者はコントラストの低い組み合わせが苦手なので、少しオレンジに

寄せ、黄(注意のイメージ)に感じられる範囲でなるべく濃い色に調整されていま

す。

警戒レベル２　- 黄 -警戒レベル２　- 黄 -

Ｒ：255
Ｇ：255
Ｂ：０

Ｒ：242
Ｇ：231
Ｂ：0

黒の純色 変更後

変更後

赤の純色 変更後

黄の純色 変更後

※一般色覚・１型色覚・２型色覚・ロービジョン者

様々な色覚の人  を対象に検証調査を実施。

この２つの観点から色が決定したそうです！

１. それぞれの色の違いが見分けやすいか？

２. その色が示す危険度や切迫感の印象を
　  感じやすいか？

※

色覚に障がいがある人は「色の見え方が異なる」と同時に「特定の色同士が判別しにくい」とされ、

般的に目立つと思われている配色が、実は色覚多様性の人にとっては判別しにくかった

「配色を統 させ色の

イメ ジを定着させる」「様々な色覚の人にも可能な

限り分かりやすいものにする」



今回のテーマ：

「ＵＤ  に基づいた資料作り」※

※ユニバーサルデザインの略称。全ての人のためのデザインのこと。

　まずは、色覚に障がいを持つ人とそうでない人、それぞれ見え方の違いを知ることが重要です。理解することに

よって、全ての人にやさしい資料作りをしていきましょう！

　セパレーションとは、曖昧な配色を判別しやすくするた

め、または高彩度の色を組み合わせた際に生ずるギラつき

(ハレーション)を防ぐために、色と色の間に区切り色を挟み

込む方法です。

　ユニバーサルデザインには色彩の配慮のほか、読みやすさの向上と誤解を防ぐために、書体デザインにもいくつもの工夫がされ

たUDフォント(ユニバーサルデザインフォント)が注目されています。年齢・性別や障害に関係なく、あらゆる人が快適に利用でき

るような正確な情報の伝達に役立っています。

色の組み合わせで見せ方を工夫！ セパレーションによって見せ方を工夫！

UD フォントの一例

一般色覚者の見え方 １型２色覚の人の見え方

一般色覚者の見え方 １型２色覚の人の見え方

　色覚に障がいを持つ人は赤と緑が似た色に見えてしまうた

め、右上　のように色の区別がしづらくなってしまいます。

　そこで、左下　のカレンダーのように色の組み合わせを変

えてみましょう。色の違いがわかりやすくなりましたね！

 

　色と色の間に白を挟み込み文字を縁取ることで、識別しづ

らい色の組み合わせも見やすくなっていますね！

 

　左上　の配色は、１型２色覚の人にとっては右上　のよう

に見えてしまいます。こんな時はセパレーションを活用して

みましょう。

一般色覚者の見え方 １型２色覚の人の見え方

一般色覚者の見え方 １型２色覚の人の見え方

セパレーション

セパレーション

セパレーション

セパレーション

セパレーション

セパレーション

濁点部分の隙間を十分確保して、
視野を高める！

空間を確保して、
誰が見ても判別しやすく！

まぎわらしい画線をなくして、
シンプルなデザインに！

＝黒(男児用)、赤(女児用)というイメージが

強く、他色をランドセルに使う事はほぼな

かったようですが、更に開発が進み、昭和60

年代には人口皮革「クラリーノ」が開発され

ます。この頃からカラーバリエーションが飛

躍的に増えたと言われています。学用品にも

個性やオシャレさを求める昨今では「十人十

色」のランドセルが当たり前になりつつあり

ますね。ちなみに、近年人気上昇中のカラー

は、男児はモスグリーン(暗い黄緑色)、女児

はブラウン(茶色)だそうですよ。

　今ではカラフルでおしゃれなものが増えた

ランドセルですが、かつてのランドセルの色

は黒と赤がほとんどでしたね。この理由には

諸説あるようですが、当初牛革を染める際に

色ムラが出にくい色が黒と赤だったようで

す。染色技術が発達しても、牛革ランドセル

～ランドセルの歴史～
モス

グリーンブラウン


